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第 13 章「結論」では、本論文で得られた成果を要約し、今後の課題を述べている。 
 
  









１． 断層近傍地震動の主要部分を１サイクル正弦波あるいは 1.5 サイクル疑似正弦波に置き換え
た上で、それらをさらにダブルインパルスあるいはトリプルインパルスに置換し、それらの
























また、平成 29 年 12 月 28 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、
申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた  
 
 
